
は じ め に

「史料論」という古くて新しい歴史研究の基礎分野が着実に成果を上げつつ

ある。それは「史料」を表題に掲げた近年の刊行物(2)や各種学術的イベント(3)

の多さからも容易に認めることができよう。「史料論」，とりわけ西洋中世史料

論について，それが注目されはじめた２０世紀末，大学院を修了したばかりの駆

け出しの筆者は次のような漠然とした考えしかもっていなかった。例えば中世

初期・盛期の国王文書，教会・修道院文書などは，伝来史料の量が他の時代と

比べて圧倒的に少なく同時代史料に関する高度な知識（古文書学＝文書形式

学）と取り扱いの経験を前提とする史料批判・操作を行わないと利用上多くの

リスクを伴う。そこで伝来する文書それぞれに対して，その文書の真正性（偽

文書か否か）を吟味し，時間の経過の中で行われた数々のコピーとそれぞれの

系譜関係を明らかにし，その過程で行われたであろう改竄，追加，修正といっ

た人為的作業の可能性を考慮し，文書本来のありよう（オリジナル）を同類型

の諸文書の形式などを参考にしながら想定しつつ，伝来史料の歴史的性格を考

察する必要がある。要するに，「史料論」とは，中世初期・盛期の歴史研究に

特に必須の知識群であり，文書の伝来量が膨大になる中世後期以降の時代には

そぐわないという思いを筆者は抱いていたのだ。

筆者が「史料論」に対してこのような認識をもった背景には筆者が利用する
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都市行財政文書が古文書学のテキストにはほとんど登場しないということが考

えられる(3a)。そもそも中世後期では，特権文書や証書系文書もしくは文書集成

は別にして，実務系史料はまずそのまま利用するのが常で，文書１通１通を古

文書学者のごとく慎重に検討することはない。これには中世後期に顕著となる

文字文化の普及，羊皮紙（獣皮）から紙への転換，特に実務面における文書の

多様化，大量作成と伝来，という情報メディアの大変革が背景にあり，中世後

期以降の研究手法はとにかく質よりも量，という側面が強いことは確かである。

もちろんだからといって中世後期では歴史研究者は史料を無批判に利用してい

るだけだというわけでは決してない。どの時代であろうとどのような史料類型

であろうと，史料批判の一定の手続きを経ることなく史料を利用することは考

えられない。ただ注意しなくてはならないのは，中世初期及び盛期に比べて中

世後期においては伝来する史料が膨大で，その中でも特に増大が著しい実務関

係諸記録においては史料類型も明確に定まっているわけではなく，むしろそう

した多種多様な文書に対する史料論的考察が未着手であるところが大きいので

ある。

中世後期都市史料をめぐるこうした現状において，近年特に研究者の関心を

集め，史料そのものに対するより深い考察の必要性が叫ばれている史料類型に，

本稿で取り上げる「会計記録」と「議事録」とがある。これらは都市行財政制

度を検討する上で必要不可欠な史料であり，中世後期の都市史を論じる場合に

これらをワンセットにして活用できるのが理想的である。それというのも会計

簿に現れない情報が議事録に現れるケースが多多あり（例えば新税制導入の経

緯や財政現状に関する市当局の認識など），会計簿だけでは分からない財政・

租税問題に接近することができるからである。また会計簿に現れる情報の裏付

けを議事録から得ることが可能な場合もあるからである（例えば都市内外の出

来事が財政にどのような影響を及ぼしたか，あるいは租税徴収の実態など）。

もちろんそのような史料伝来状況の僥倖は稀であり，一部の都市に限られてい

るのも実情である。

さて日常性を持つ数字と事件を扱うこのような史料は１９世紀以来歴史研究に

不可欠な史料として認識されてはいたものの（後述するように史料刊行は活発
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になされていた），都市行財政に関する細かい出来事や数字が記されているこ

とから取り扱いが難しく（すなわち熟練を要し），しかも記録作成の当事者に

しか分からないような部分も多いという極めて実務的性格の強い史料であるた

めか，史料そのものに内在する諸問題を体系的に論じる試みは長い間なされて

こなかった(4)。実際，数字が羅列されているだけの退屈な史料とさえみなされ

ていた会計記録について考えてみると，そもそもこれはひとつの史料類型に収

まりきれない特殊な実体を持つ。例えば商人会計，修道院・教会会計，国王会

計，都市会計をひとまとめにして取り扱うことは事実上不可能であり，それぞ

れに固有の史料論が必要であるといっても過言ではない。議事録についても然

りで，これについては会計記録以上に史料に関する考察は不十分である。そも

そも都市役人たちの会議の記録といった性格の記録であるのだが，単に議事録

といっても都市当局の制度的分類ごとにその性格は異なり，例えばコミューン

では都市参事会議事録，コンシュラであればコンシュラ議事録，１４世紀後半以

降出現する都市評議会は都市評議会議事録といった状況で，それぞれの市政機

関の諸権限には時代ごとにばらつきがあるためそれぞれが取り扱う議題の内容

に違いがある。

筆者が専門とするフランス中世都市史に限定しても，「都市会計簿」と「議

事録」は都市史における第１級の史料であることは疑いなく避けて通ることは

できないにもかかわらず，史料論は長い間不在であった。研究環境に変化が生

じたのは実に２０世紀末になってからである。

まず都市会計簿についてみると，この史料に対する眼差しの変化にはおそら

く一方には１９６０年代後半から着実に進展していたいわゆる都市全体史の隆盛が

背景にあり，そこでは都市史に関係する史料を網羅的に把握し，都市内にある

聖俗両界の諸共同体を都市空間の構成要素とみなし，その関係の経年変化を都

市内外（地域）の政治的・社会経済的変化と結び付けて都市諸制度の展開を分

析する手法が採られ，都市会計簿は基本史料として位置づけられた(5)。特にリ

ゴディエール（パリ第２大学名誉教授）のオーヴェルニュ都市サン・フルール

研究(6)では都市会計簿が本格的な史料論の対象とされた。変化のもう一方の背

景には，１９９０年代以降続々と公刊された中世租税史研究の成果があり，そこで
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は会計諸記録が歴史研究にとって豊かな情報源であることが再認識され，特に

南仏，スペイン，イタリアを対象に史料と制度の比較研究が大きく前進した。

とりわけフランス経済・財政・産業省管轄下の「フランス経済財政史委員会」

Comité pour l’histoire économique et financière de la Franceによる一連の財政・

租税史研究(7)，仏西共同研究計画「中世地中海西欧諸都市の租税」les Fiscalité

des villes de l’Occident méditerranéen au Moyen Ageによる４冊に及ぶ研究成果(8)，

といった国際研究プロジェクトの始動と多彩な成果が注目に値する。これに

１９８４年からの国際共同研究プロジェクト「近代国家の生成」Genèse de l’État

moderneにおける諸成果(9)も加えなくてはならないであろう(10)。

続いて議事録に目を移すと，こちらは都市会計簿に比べると注目されてきた

のはより最近になってからである(11)。先ほど述べた都市全体史に連なる多くの

都市史研究の中でその史料的価値は認識されており，都市当局の中心軸である

評議会（あるいはエシュヴィナージュ，コンシュラ）の活動を記す基本史料で

あるにもかかわらず，史料そのものへの本格的な接近は，イングランドの古都

ヨークに関する議事録研究(12)を別にすると，驚くことに今世紀に入ってからで

ある。この点については中世後期における都市議事録の英仏比較史料論を展開

したスモール論文と議事録の詳細な分析に基づいて１５世紀リヨンのエリート

（都市評議会委員）たちの活動を考察し，その使用言語のフランコプロヴァン

ス語からフランス語への移行を背景とするエリートたちの言葉遣いの分析から

彼らの心性へと切り込むことで都市政治文化の変容を明らかにしたファルジェ

の博士論文がようやく先鞭をつけたといえよう(13)。

ところで会計記録と議事録について考察を進める前にその前提として伝来状

況をおさえておく必要がある。実は，これら史料の伝来状況の把握は現在にお

いてもなお不十分であり，文書館に配架されている目録も完全ではない(14)。そ

うした不都合な状況を打破するために実施されたのが IRHT（歴史史料研究

所）によるフランス全土を対象とする都市会計簿と都市議事録伝来状況調査計

画であった。この計画は１９７０年代に開始され，１９８１～１９８３年に６冊が刊行され

た（その内訳は，北仏・パ・ド・カレー，ロワール地方・ポワトゥーシャラン

ト，アルザス地方，ブルゴーニュ地方，ミディ・ピレネー，高・低ノルマンディー

－９０－ 中世後期フランス都市行財政諸記録の性格と機能について



である）(15)。しかし計画はすぐに資金不足に陥り中断された。従って現時点で

正確に伝来状況を把握するには文書館にて実地調査をして，目録の再チェック

をする必要がある。

最後に本論に入る前に史料刊行について概観してみたい。１９世紀後半におけ

る地方史家を中心とする都市文書集（とりわけ伝来する最古の都市会計簿や都

市評議会議事録など）の刊行は盛んであり（文献目録【１】【２】参照），時に

はこれが伝来史料調査・整理の最初の成果ともなっていることがある。北仏に

比べると南仏のほうが刊行点数は多く，これは伝来状況が後者において良好で

あることによるものと考えられるが，むしろ歴史史料というより言語史料

（オック語，ガスコーニュ語，プロヴァンス語など）として史料集刊行が積極

的に進められていた面もあり，そうした場合は刊行史料に対する歴史的考察が

ほとんどなされていなかったり不十分であったりすることも多い。また史料の

一部が省略されていたり，不正確であったりすることが多く，扱いには慎重を

要するが，貴重な成果であることは疑いない。

いささか長い序論となったが，以下では上述のように最近ますます注目され

てきている史料類型である都市会計簿と議事録について史料論の視点から考察

を行う。第１章では都市会計簿を，第２章では議事録を取り上げる。

１．都市会計簿とはいかなる史料か

まず都市会計簿について考察を進めてみたい。文献目録【１】には近年刊行

された都市会計簿及び租税史料集をリストアップしている(15a)。この文献目録

からも分かるようにこの種の史料は１９世紀後半以来，地方の歴史学会を中心に

着実に刊行が行われてきており，権利関係文書と共に最も重視されている史料

類型のひとつであることは確かである。

さて本章では会計簿について，定義の試み，特性と限界，作成契機，収支構

成類型化の試み，会計監査について論じる。都市会計簿（Account Book, livre

des comptes municipaux, Rechnungsbuch, Rekeningen van de stad）は，【表１】に

示してあるように会計簿という史料類型を構成する多様な要素のうちの１つで
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あり，都市会計簿は俗界の公的会計簿の中の個別会計簿に位置づけられる。文

書館では基本的に CC系統に分類されている。

定義の試み

都市会計簿はどのように定義できるだろうか。代表的な中世史家・財政史家

による定義の試みをまとめてみると次のようになる。ベルギーの法制史家ファ

ン・カネヘムは中世史料の手引書において，「中世史家にとって個人ないし諸

機関の収支会計簿は，とりわけ重要な史料である。このことは，単に貨幣史や

国家財政史といった問題の研究のみならず，経済・制度・思想のあらゆる側面

の研究にも資するところがある」(16)と述べる。グレニソンとイグネは，都市会

計簿を初めて本格的に取り上げた国際研究集会における有名な共同論文におい

て「都市会計簿とは，監査と承認のために，収入と都市資金の運用を担う役人

によってその任期中になされた会計業務全体を体系的に要約することを目的と

して作成された文書」と論じた(17)。フランス屈指の中世財政史家であるリゴ

ディエールは，国家博士論文であるサン・フルール行財政研究において，「会

【表１】中世会計記録の諸類型

俗 界 ①公的会計簿 一般会計簿（国王，領邦君主）
個別会計簿（流通税会計簿，商品搬入出・通過税会計簿，

所領会計簿，租税会計簿，都市会計簿，教区＝
村落会計簿）

②私的会計簿 団体会計簿（銀行・商業関係企業会計簿，ギルド会計簿，
大学およびその他学校教育機関会計簿）

個人会計簿（君主家系会計簿，銀行家・両替商・商人会計
簿，貴族・市民の会計簿）

聖 界 ③教会組織の会計簿 聖堂参事会会計簿
教会財産会計簿
司教区会計簿
聖職者兄弟団会計簿

④修道会組織の会計簿 修道院会計簿
⑤個人会計簿 聖堂参事会会員，助祭，礼拝堂付司祭，司教，修

道士，修道院長
慈善諸組織 ⑥施療院会計簿

⑦癩病院会計簿

典拠：河原温「中世後期ネーデルラントの会計簿史料について－E. Aertsの所論を中心に－」『ク
リオ』第１号，１９８６年，５３‐５４頁を基に筆者が加筆・修正
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計簿は，制度・社会および財政の面で第一級の情報源のひとつである。それぞ

れの支出の際にはいつも会計係がその理由を記述する。またこうした記録は会

計手段であると同時に真の都市年代記として現れ，そこに記された生き生きと

した詳細はしばしばそして幸運にも数字が長々と書かれた欄の退屈さを打ち砕

いてくれる」。「会計簿は何よりもまずコンスルと収入役が会計年度中に行った

会計業務全体を体系的に要約したものであり，その目的は彼らの後継者と年次

監査委員会に当該会計年度の収支報告を提出できるようにすることである。実

際のところ，すべての文書は，彼らが年度内のある時期に都市の財政収支バラ

ンスを図ることなど決してないことから，現実の会計というよりもようやく報

告集といったものにずっと近い。ともかく会計年度末でない限り，彼らの目的

は損益を確定することではなくて，何よりもまず公金の使用を正当化し，それ

らの使い道の監査を可能にすることにある。記録の内部構成について，収支の

提示順序は同じである。すべての記録は大きく異なる２部に分かれていて，最

初はそれほど大部ではなく収入に充てられている。次に数葉の空白を挟んで支

出が記録される。こうした会計構造は１４・１５世紀の都市会計簿すべてについて

一般的であるようだ」と述べている(18)。最後に，ネーデルラント中世都市史の

第一人者である河原は中世都市に関する最新の概説において，初めて財政をひ

とつの項目として立てて次のように論じている。「１３世紀から，北西ヨーロッ

パの諸都市では会計簿が作成されはじめ，都市の収入とともに支出の内容が明

らかとなってくる。しかし，都市により支出の項目は多様であるとともに，会

計年度によってもさまざまに異なっていた。一般に，都市にとって最も重要な

支出が，都市の空間を保護する市壁の建設と維持・修理であったことは疑いな

い」(19)。都市史研究において，都市会計簿が第１級の史料であることは以上の

説明から理解できよう。

会計簿の特性と限界

このように都市史研究において貴重な情報を与えてくれる第１級の史料であ

る会計簿は，歴史家にとって有用であると同時に実に厄介な史料でもある。こ

の利用上の困難さ，換言すれば厳密な史料批判を必要とする史料であることは
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よく知られている。この点については中世ブルターニュ公財政の専門家ケレル

ヴェによる以下の指摘が的を射ている。すなわち，「会計記録全体を考察対象

とすると，研究分野が何であれ私たちは会計記録の歴史に対する特別な貢献が

分かる。財政史はもとより，事件史にも貢献できるのは，会計簿がほぼ機械的

に災厄（戦争，天候異変など）の収入に対する影響を記録しているからである。

また領域区画，人員，管理方法などの行政史にとって，また社会経済史にとっ

ても（人口・農産物／手工業製品価格・給与・貨幣・領主収入の動向などの）

研究に不可欠な数量的データを提供してくれるので不可避の史料である。会計

記録添付書類は，技術史や（民間・軍事）建築史にも重要である。会計記録は

司法の判決，とりわけ罰金や体刑（四肢切断や死刑執行）についても記録し，

拷問器具の購入にも言及しているので，規範と態度（振舞い）の歴史にとって

十分に活用されていない数量的データを与えてくれる。最後に，会計記録の心

理的関心もはっきりしている。人名学，宗教的心性（寄付）と振舞いの歴史，

住居・レジャー（狩猟，祝祭，遊び）あるいは食生活といった日常生活につい

て検討材料を見出すことができる……しかしながらアプローチの難しさと限界

を過小評価してはならない。まず記録が持つ古文書読解の困難さ，複雑な専門

用語や異なる度量衡の使用といった財政機構に関する予備知識は，財政史家な

どにとってよく知られた障害である。また会計記録系列の多くが断絶している

ことが伝来史料の貢献に限界を与えていることを考慮しないわけには行かない

し，また会計簿のステレオタイプ的性格や一部の無頓着な役人にみられるいつ

からか不明であるが廃れてしまった古いやり方を踏襲する傾向（定期金や貢租

のリスト，未領収収入の項目），とはいえ会計院での管理の監査を受けるため

に必要な形式は遵守する傾向を無視してはならない」(20)。また中世後期ブラバ

ント公領会計簿に関する史料論を展開したアールツは，現代の視点から見た中

世財政の特質として次の諸点を挙げている。すなわち，計算間違い，不正会計，

不安定な会計年度，会計簿の部分性（会計記録は財政活動の一部のみ反映），

財政の公私不分離（会計上赤字が出た場合は会計役人が自腹を切って補填），

適切な体系・論理・用語の欠如（会計書記によるいいかげんな記帳），虚構項

目（実際の会計処理に対応していない人為的な会計操作），化石化項目（支払
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い要件の消滅などにより現実に実態がとうの昔に失われているが記録され続け

ている費目），収支バランス確定の困難，多様な貨幣使用（貨幣交換比率の変

動と不確定性）。そして最後に会計簿はそれぞれを個別に扱わねばならず，史

料批判の観点から特別な注意が必要であるが，それは歴史家の仕事として基本

ではないか，と結ぶ(20a)。会計簿がいかに有益でかつ扱いの難しい史料である

かは，以上の説明から理解できよう。

作成契機

フランスにおける都市会計簿の作成にはどのような契機があったのだろうか。

国王財政や教会会計においては１２世紀末には早くも会計記録の断片が伝来して

いるが，都市に関して言えばおおよそ次のような４つの契機を想定することが

できよう。ただしフランスの場合，低地諸地方やイタリア諸都市のような経済

的先進地域における都市共同体の発展に比べると時期的に少し遅く(21)，した

がって以下の説明はヨーロッパ全域の都市に当てはまるものでは決してないこ

とを断っておく。

まず第１の契機は，１３世紀初頭における王権・諸侯など上級領主の家産管理

帳簿の派生型，あるいは借入状況報告書という性格を持つ記録の作成である。

事実上これが都市会計簿の最初の形態と考えられる。ここでいう家産管理帳簿

の派生型というのは，本来都市領主のものである家産の一部が都市に委託され，

その管理状況が帳簿に記載されるケースであったり，また領主制起源の租税

（特にタイユ）の一部が都市に移譲されその管理状況を記載したケースであっ

たりする。この時期はまた北フランスではコミューン初期の時代であることか

ら，財政的自治をはじめて担った都市共同体の所有財産管理帳簿あるいはコ

ミューン独自の課税帳簿という性格を持っていたと考えられる(22)。

第２の契機は，１３世紀中葉（特に１２５０年代末から１２６０年代初頭）であり，と

りわけフランス王権（ルイ９世）や領邦君主（フランドル伯など）による都市

財政への介入である。未熟な財政運営のために債務超過となって財政破綻する

都市共同体が増えたため，そのための対策として王権などの上級権力は都市財

政運営への監視を強め，会計簿の提出を義務付けたのである(23)。この契機は同
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時に王権などの上級権力による都市に対する関心の芽生えを生み出し，以来王

権と都市との関係が王国の政治史のひとつの柱をなすようになる。しかし会計

簿提出を命じた王令の効果がいつまで続いたかについては定かではない。

第３の契機は，１３世紀後半から１４世紀初頭以降における都市内部における市

政民主化の一環として実現した都市財政状況の文書化と財政運営の透明化の試

みである。有力商人層・手工業親方層を中心とする都市当局による杜撰な財政

運営と相次ぐ課税（とその不透明な使途）に対して，それまで市政業務から排

除されていたギルドの職人層が不満を募らせてたびたび反乱を起こすように

なった（特に１２８０年代）。その対策として，都市当局は市政にギルド代表たち

の参加を認め，１会計年度毎に会計簿を作成して会計監査会を開き，財政状況

の正確な把握と適正な財政運営に配慮するようになった(24)。

最後に第４の契機は，１４世紀中葉以降である。百年戦争の初期，とりわけク

レシーの戦い（１３４６年）とポワチエの戦い（１３５６年）においてフランスはイン

グランド軍に大敗を喫した。国王ジャン２世はイングランドの捕虜となり，フ

ランス王権は政治的混乱と財政難に陥った。政治的にも経済的にも王権のリー

ダーシップを期待できなくなった都市当局は，自衛のために自らの財力で都市

防備施設の構築・維持・改修を行わなければならなくなり，そのために都市行

財政制度も大きく変革された。財源として，租税（特に間接税）徴収が実施さ

れ，その使途管理（会計監査）のために体系的な会計簿が作成されると共に，

特別会計部門も多く出現した。都市当局の一般会計と共に各種委員会による特

別会計についてもそれぞれ会計記録が作成されたため，この時代から非常に多

くの性格の異なる会計記録が伝来することになる(25)。多くのフランス諸都市に

伝来する中世会計記録のほとんどはこの時代以降のものである。

会計簿作成の契機について以上の４つの波を想定するのはまだ仮説の段階で

ある。またこのように厳密に区分できるものでもない。都市によっては例えば

第３と第４の契機が同時である場合やまったく異なる状況の下で会計簿作成が

行われた場合もあるだろう。今後史料レベルでの検証作業が必要である。
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収支構成類型化の試み

会計簿は基本的に収入部と支出都から成り立つ。時にはこれに加えて債権部と

債務部が記録される場合もあるが，基本は２部構成である。都市財政の性格を

考察する場合に，その判断材料のひとつとして重要視されるのが収支構成であ

る。収入と支出がどのような構成を採っているのかについて体系的な分類がな

されているわけではなく，一部の研究者による収支構成分類の試みがなされて

いる。ここでは，プレヴニール，リゴディエール，モレロとヴェルデスによる

収支構成分類の例を挙げたい。それぞれベルギー学界，フランス学界，スペイ

ン学界にあって中世都市史の重厚な蓄積を基にしており，彼らの分類にはベル

ギー諸都市，フランス諸都市，スペイン諸都市の財政の特色が強く現れている

といえよう。

�１ プレヴニールによる分類(26)

収入部は，都市所有財産収入，参審人権限に由来する収入（罰金，市民登録

料など），租税（タイユ，出市税 droit d’issue，マルトート maltôte［間接税の一

種］，両替商税），特別収入（援助金，財の没収と売却，前年度繰越金）。

支出部は，都市行政（給与，旅費，使者派遣，会計簿記帳，贈物，都市法更

新費と会計監査費，間接税徴収諸経費，祝祭，裁判），公共工事（建物，商業

施設，道路，原料購入・輸送，労賃），特別支出（伯・公への援助金，租税，

軍事費），雑費，前年度不足金，借入返済（終身定期金，世襲定期金，定期金

未払分，古い負債，金貸しへの利子支払）。

�２ リゴディエールによる収支項目の分類(27)

収入部は，経常収入（都市所有財産収入，前年度繰越金，その他），特別収

入（租税［直接税，間接税］，借入）。

支出部は１１項目に分類されている。すなわち，行政諸経費（市政運営費，給

与・謝礼，旅費），必需品購入（羊皮紙・紙・蝋，法服用毛織物と毛皮），贈物

と食事の提供，租税徴収諸経費，訴訟・裁判諸経費，公共工事（防衛と非防衛），

警備，軍事費，君主の取り分（諸侯への上納金），未払い金（借金返済，定期

金など），その他雑費，である。
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�３ モレロとヴェルデスは，収入ではなく，支出部について次のように詳細

な分類をしている(28)。その内訳は次の通りである。

①行政運営費：給与（市政責任者と市政役人など），運営費（直・間接税徴

収諸経費，信用・負債契約書作成，都市資産管理経費，布告・書簡・書類

作成などの市政業務に対する報酬，羊皮紙・紙・蝋・インクなど材料費），

代表（出張費，日当，贈物）

②共同体共益費

社会的奉仕：調達（必需品の購入・輸送・保管・分配，その商業化のため

の補助金，小麦倉庫の建設と維持），都市計画と公共工事（道路網，水利イ

ンフラ，市庁舎），扶助と慈善（布施，捕虜の身代金），福祉（施療院の建設・

維持，医者への報酬，伝染病対策），教育（学校の維持と教師への報酬，大

学関連），宗教（礼拝堂の建築と維持，宗教行事への給付），祝祭と儀式（音

楽家への報酬，宴会費，遊興費），売春（売春宿の建設と維持）

経済的奉仕：農業・牧畜・漁業（灌漑システムの建設と維持，農牧業関連），

手工業（製品の品質管理，職人への貸付と援助），商業（取引所，肉屋，魚

屋，公共計量所の建設と維持，商業政策，度量衡管理，免税，商品盗難に対

する補償）

軍事的奉仕：防備施設（市壁，塔，市門，堀の建築・補償・維持，工事労

働者への労賃，原材料費，輸送費），兵士への俸給と武装費（治安維持と軍

事的な奉仕，市門と市壁の警備，夜間巡回，大砲など武器購入，国王や領主

により軍役を要請されなかった兵士への俸給）

司法・訴訟関連奉仕：法曹への報酬，裁判費用，罰金，補償金など

③貢献と譲渡

国王，領主，その他機関へ：現金，正貨あるいは兵士の提供，役人への報酬

④負債

短期，長期（償還，利子支払）

以上の分類はひとつの試みであり，体系的なものではない。また史料には分

類不可能な項目も多々存在し，会計簿のすべての項目が整然と分類できるわけ

ではない。特に支出部についてはあまりにもその記載項目が乱雑で内容が掴め
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ない都市の場合もある。

会計監査

最後に，会計監査制度について考察しておきたい。基本的に会計簿の末尾に

は収入総額，支出総額，そしてその差し引き結果が記載され，会計監査の結果

会計処理は適切である旨が会計監査会出席者の署名と共に記される。会計簿に

おける記述は簡潔であるため，会計監査手続きについては不明部分が多い。会

計監査は，１４世紀後半は防備強化工事の進捗状況や税収の使途を明確にするた

めに開かれたが，それ以前においては都市内の社会的対立・緊張を緩和するた

めに実施された。

会計監査をめぐる諸問題を始めて取り上げたリゴディエールによるオーヴェ

ルニュ・ヴレ地方諸都市（サン・フルール，オーリャック，ル・ピュイ，リオ

ム，クレルモン，モンフェラン）の事例研究(29)によると，会計監査制度は１３６０～

１３７０年を画期とし，１３８０年代までに確立したとされる。ここでは週監査委員会

と年監査委員会とが存在した。財政・税制・会計のエキスパートである総収入

役（receveur général）が登用されることもあれば，あるいはコンスルの一人が

収入役を兼務することもあった。その後，共同体書記職が設置され，彼は文書

と会計簿の作成と保管一切を引き受け，その職務は終身であり，世襲化されて

いった。実際，都市会計簿は都市アーカイヴであり共同体の記憶として認識さ

れていたようである。会計監査は当初は健全に実施されていたが，しかし徐々

に機能が縮小し，１５世紀後半には市政サイドの権力強化の前に真の監査システ

ムは機能喪失したとされる。クレルモンでは数年遅れ，リオムでは１０～２５年の

遅れ，モンフェランでは毎年健全に実施，サン・フルールでも週監査は１５世紀

後半には衰退したようである。

２．議事録とはいかなる史料か

続いて本章では都市当局が作成した議事録（registre des délibérations）を取

り上げる。議事録そのものは１９世紀後半以降，史料集も多く刊行されてきた

中世後期フランス都市行財政諸記録の性格と機能について －９９－



（文献目録【２】参照）。また中世都市研究でも重要な史料と認識されてはい

たが，議事録の史料研究はというと実はようやく始まったばかりである(30)。そ

こで本章では，議事録の史料研究の第一歩として，史料の定義，その性格につ

いて考察したい。

定義の試み

この種の史料は文書館では BB系統に分類されるのが普通であり，都市団体，

参事会，コンシュラ，カピトゥールなど都市当局の議事録とそれらによるあら

ゆる種類の決定が，市長，コンスル，エシュヴァン，都市役人などの選出と任

命記録と同様に配列されている。時にはそこに市民権認可記録も見られる。こ

の系統の文書は特に在地的関心によるものだが，議事録には戦争，君主の交代，

遠方の地方との商業問題，近隣諸都市・地方との関係の影響を読み取ることも

できる(31)。中世ドルの研究者であるトゥーロは，都市議事録について「不完全

かつ簡潔に，都市団体の会議の際に取り扱われた議題，とりわけ都市役人の年

次改選，その構成（市長，参審人，評議員），選挙の様式，変化について報告する

ものである」とする(32)。イングランド中世都市ヨークの議事録を編纂し，その

種の史料について第一人者であるアトリードによれば，都市共同体の議事録は

「都市行政・法執行・社会的価値の多様な在地的事例を保持し，…（中略）…

中世都市の法律，政治，経済，社会史にとっての主要な史料である」とされる(33)。

またファルジェは１５世紀リヨンのエリートを扱った著書において「コンシュラ

議事録は，特別な記録で，時代と制度の証人である。議事録は，事件が認識さ

れて日時がつけられるに従って記載されることから編年紀 annalesであると同

時に，コンシュラの討議を再構成する書記と評議員により意識的に入念に手を

加えられた作品であることから年代記 chroniqueでもある」(34)と述べる。

議事録には，フランス中世都市においてはおおよそ次のような種類がある。

まず１３世紀後半以降については，コミューン都市についてエシュヴィナージュ，

すなわち都市参事会の議事録(35)，南仏都市ではコンシュラの議事録(36)というも

のが伝来している。そして１４世紀中葉以降になると，多くの都市で都市評議会

が出現し，議事録(37)が作成された(38)。
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地理的分布

このように作成主体にはいくつかタイプがあるものの，伝来する最古の都市

議事録については，前述のように調査がいまなお不十分であるものの現在判明

する限りでは【表２】に整理したとおりである。さらに【表２】にある都市の

地理的分布を示したものが次の頁にある【地図１】である。またその次の頁に

ある【地図２】は１３８０年以前の議事録が伝来している都市の地理的分布である

（１３８０年という年代はシャルル５世の没年にあたり，その後フランス王権の政

策が大きく変わる節目のひとつである）。これらの図表から分かるとおり，議

【表２】伝来する最古の都市議事録の年代と都市

１３世紀末 Marseille １３７６ Saint-Anthonin １４２６ Abbeville Arles

１３０７ Saint-Omer １３７６ Saint-Flour Saint-Affrique １４２７以前 Lodève

１３２２ Martel １３７９ Castres １４２９ Troyes

１３２７以前 Aix-en-Provence １３８５ Tournai １４３５ Bourg-en-Bresse

１３２７ Villefranche de Rouergue １３８８ Aigueperse １４３７ Chartres

１３２９ Gourdon １３８９ Rouen １４４９ Nantes

１３３２ Saint-Jean d’Angély １３９８ Villefranche-sur-Saône １４５０頃 Clermont

１３４１ Dijon １３９９ Pamiers １４５２以前 Lille

１３４５ Agen １４００以前 Brusque １４５３ Niort Nice

１３４６ Montferrand １４０２ Beauvais １４５６ Douai

１３５２ Carpentras １４０５ Rodez-Cité １４６１ Cordes

１３５２ Bergerac １４０６ Bordeaux Amiens １４７０ Millau

１３５４ Martigues １４１２ Poitiers １４７２以前 Compiègne

１３５５ Arras Orange １４１６以前 Lyon １４７４ Bayonne

１３５８ Cajarc １４１７ Châlons-en-Champagne １４７７ Lisieux, Foix

１３６１以前 Périgueux １４１７ Tours Mantes １４７９ Angers

１３６５ Rodez-Bourg １４２０ Seurre １４８２ Lectoure

１３６６ Béziers １４２１ Béthune １４８２ Châlon-sur-Saône

１３７２ Albi Avignon １４２２ Reims １４８８ Angoulême

１３７４ Toulouse １４２３ Grasse １５世紀末頃 Aurillac

典拠：G. Small, Municipal registers of deliberations in the Fourteenth and Fifteenth Centuries : cross-channel
observations, in J.-Ph. Genet et Fr. -J. Ruggiu (dir.), Les idées passent-elles la Manche? Savoir, repré-

sentations, pratiques (France-Angleterre, Xe-XXe siècles) , PUPS, Paris, 2007, pp.53‐56.
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【地図１】１４・１５世紀の都市議事録が伝来する都市

典拠：【地図１】【地図２】共に Graeme Small, Municipal Registers of Deliberations in the Fourteenth and
Fifteenth Centuries : Cross-Channel Observations, in J.-Ph. Genet, Fr. -J. Ruggiu (dir.), Les idées
passent-elles la Manche? Savoir,représentations, pratiques (France-Angleterre, Xe-XXe siècles) , PUPS,
Paris, 2007, pp.65‐66.

－１０２－ 中世後期フランス都市行財政諸記録の性格と機能について



【地図２】１３８０年以前の都市議事録が伝来する都市
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事録の伝来については南仏諸都市がより古い議事録を持っており，特にコン

シュラが強力な権限を持つ地域の優位が目立つ。ラングドック，アルビジョワ，

ルエルグ，ケルシー，ペリゴール地方がそれである。１４８１年にフランス王国に

併合されたプロヴァンス地方も同じく１４世紀前半に多くの議事録が伝来してい

る地域である(39)。

議事録作成の背景

議事録の作成とその普及の背景としては，おおよそ次のように整理すること

ができよう。まずは既存の官僚制的実践（文書作成と管理）による要請，そし

て都市統治組織の洗練（会議の定例化や書記職の設置など）が関係しており，

地域的事情で統治方法の強化を余儀なくされ，それに熱心に取り組んだ都市当

局において議事録作成が開始された。具体的な時代状況としては，上述の都市

会計簿作成の第４契機と同じく，英仏百年戦争が本格化する最中で市壁の構

築・改築，資金調達策としての租税徴収，住民の安全確保といった諸問題に市

当局は直面し，迅速な対応を求められた。大多数のフランス都市においてまず

１４世紀中葉に都市会計簿が出現するが，これに３０～６０年ほど遅れて都市議事録

の作成が始まった（あくまで伝来状況からの推測であるが，遅れの理由ははっ

きりしない）。したがってそこには基本的に市壁内生活の維持・規制・改善，

近隣村落や都市との関係，身分制議会，在地の国王役人，国王顧問会議や高等

法院との関係に対する市当局の関心が読み取れる(40)。その意味で，議事録は都

市の固有の歴史を背負っている(41)。

議事録の形態・記載様式・管理

議事録は，出来事が起きると都市書記によって自発的かつ連続的に記録され

る。記録の連続性はルーズリーフ形式ではなくルジストル形式で記載されるこ

とにより保証され，そのサイズは永続性と携帯性を兼備したものとされる

（フォーマットは４０×３０cm，３０×２０cm）。これには紙の普及と会計簿のより早

い時期からの出現も関係しているとされる(42)。

議事録の頁は基本的に会議の時間順に配列されているが，討議項目の順序は
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必ずしも時間順ではないので読解には注意が必要である。一部のケースでは議

事の内容が縮約されて記載されていることがあることから，おそらく会議中に

速記が行われ，評議会の会議終了後にすぐに議事録に記録された可能性がある。

また初期は会議の後ですぐに議事録に議事内容を記録したと考えられている。

使用言語は俗語がほとんどである。記載の標準パターンは，日時，会議の場所，

出席者，決議あるいは議論内容である(43)。

議事録の管理については，使用しないときは市庁舎内の文書保管庫で保管さ

れるのが通常であった(44)。議事録は基本的に無断持ち出し，無断貸し出しは認

められていない。例えばルアンでは新評議員は借り出したり市庁舎から持ち出

したりすることはしないことを約束した(45)。トゥルネではある都市役人が都市

議事録を私物化したかどで投獄された(46)。また議事録は一般公開されることは

なく，参照はかなり制限されていた。そして国王役人による参照要求もたびた

びあった（実際，都市の議事録は国王行政にとっても情報源であった）。時に

は国王役人による検閲も行われ，項目の一部が削除されることもあったようで

ある(47)。

議事録の性格

都市当局の議事録を初めて本格的に対象としたスモール論文は，議事録の史

料論を展開すると同時に英仏両国における史料状況の比較を試みるという独自

性を持っている。ここで詳細に検討することはできないが，そこでの要点を述

べると次のようになる。まず議事録の作成状況を見ると，フランスの伝来する

都市議事録の３／４がイギリスのそれよりも伝来時期が早く，フランスはおおよ

そ１４世紀中葉，イギリスは１５世紀中葉である(48)。議事録の性格としては，フラ

ンスは議事のみを記すが，イギリスの場合は多種多様な記録が混在する形と

なっている。英仏両国に共通するのは，議事録作成の前提に官僚制的組織の成

熟，業務の拡大・複雑化があり，実質的な作成者としての都市書記の存在も無

視することはできない（ただしこの点について，フランスでは書記は公証人で

あり，都市内の公証人層の中から選ばれていたようだ。他方でイギリスの場合

は書記の素性は曖昧であるようだ）(49)。
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最後に，議事録利用時の留意点として次のような指摘ができよう。議事録は

評議員の指示を尊重した所産であり，彼らの心性と文化的実践を映し出す。議

事録はさまざまな面を持ち，一部は都市住民に共通する面，他方で都市エリー

ト特有の面も持ち合わせる。議事録の規範的側面は，行政上の偶発的出来事の

みならず，文書が作成された諸状況に密接に関係する出来事も映し出す。議事

録は都市の書かれた記録であり，書記は都市で生じた記録すべき出来事を語る。

議事録は読み手が文字通りに読むことに満足してしまうと，現実をデフォルメ

して映し出す鏡に過ぎなくなる(50)。

お わ り に

本稿では，中世後期の都市文書，とりわけ実務系文書の史料論の試みとして，

都市会計簿と都市当局の議事録を取り上げた。いずれも都市行財政関係史料と

して第１級の重要性を持つ史料類型であり，その扱いについても特別な配慮が

必要とされる。しかし史料の重要性にもかかわらず，伝来状況については完全

に把握されている状況には程遠く，実際に文書館で確認しないといけない都市

が実に多い。中世都市行財政制度の比較研究の進展のためにも，都市毎の伝来

状況の把握は急務である。

会計史料の幅広さと複雑さについては広く知られているが，都市共同体の会

計簿以外の史料類型については，実際ほとんど手付かずの状態であるといって

よい。膨大な史料集が存在するがそれでも伝来する史料のほんの一部に過ぎな

い国王会計史料群は別にしても，領主会計，教会会計などは専門研究で利用さ

れることはあっても体系的な史料論の対象となるどころか，伝来状況さえも把

握されていない有様である。研究の進展も現在のところ期待薄である。

都市当局の議事録の重要性については，近年ようやく史料そのものに対する

関心が表れてきた。議事録という史料類型は，実際様々な主体により作成され

ており，例えば国王顧問会議，身分制議会，都市評議会，住民総会，ギルド，

公会議，慈善施設，教区，村落など，さまざまである。しかし実態は不明であ

るものがほとんどであり，おそらく伝来も稀であろうと推測される(51)。都市当
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局の議事録は伝来状況の点ではかなり恵まれているといえよう。

他の機関に比べて都市共同体における会計簿と議事録という史料が比較的豊

かに伝来しているのは，その理由のひとつにはこうした記録がもつ都市の記憶

媒体としての機能のためである。ドイツやネーデルラントとは異なり，フラン

スでは都市年代記の出現は中世では非常に稀であり，会計簿や議事録といった

都市の行財政活動，換言すれば困難な時代において都市が生き抜くために行っ

た活動が記された記録群が年代記的な役割を果たしていたのではないか(52)。

会計簿と議事録の両方の記録を取り扱う上で最も重視すべき点は，これらが

実務的な記録であることから，そこに書かれたことと書かれていないことに思

いをめぐらせ，書かれていることの意味を（書かれていないことの意味も含め

て），それぞれ都市史の文脈，都市周辺状況の文脈で考察することである。会

計簿と議事録は都市当局にとって特別な存在であり，そこに記された事柄は単

に行財政制度の展開を見せてくれるのみならず，都市にとって次代に引き継ぐ

べき記憶の集合体でもある。リゴディエールは，会計簿や議事録について，こ

うした史料は基本的に「行政活動の現実の毎日，唯一本当の姿」が映し出され

ていると考える(53)。こうした視点での史料論が求められている。
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文献目録：都市会計簿と都市議事録の刊行史料

【1】都市会計簿の刊行史料（19世紀以来膨大な量になるため近年の刊行史料のみ）
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【参考資料1】都市行財政記録の概要：南仏ルエルグ地方都市ミヨMillauのケース（F.
Garnier, Un consulat et ses finances Millau (1187‐1461) , Paris, 2006, pp.25‐63)
南仏都市ミヨの都市財政関係記録は豊かな伝来を誇る。これを素材としたリゴディ
エールの高弟でクレルモンフェラン第2大学法学部教授フロラン・ガルニエの博士論文
は高い完成度を示し，また史料に対する深い考察もその特徴である。冒頭には都市行
財政史研究の必須史料に関する詳細な解説がある。以下ではその部分を抜粋し，とり
わけ都市財政関係史料の伝来状況についてひとつのモデルとしてミヨのケースを紹介
したい。なお各種史料の説明は，ガルニエによる説明文を筆者が要約したものである。

財政関係記録（CC系統）
（1350年以前）

①Comptes (1266‐1277) CC342‐347

②registres d’impositions CC51‐65, 253‐254 EE1‐5

③Livre de restes d’impôts CC56, 270‐272, 281, 284

④registre de cens CC302‐303

⑤Livre de gestion (Liber Tajatorum＝Livre des taxations) CC345, DD1‐2, 4
1309～1353年について138フォリオ。都市行政にかかわる仕事をした者のリストで毎
年作成，支出部に彼らへの報酬記載。
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（1350年以降）
①Registres des comptes de recettes et de dépenses (1350‐1461) CC348‐429
最初にコンスルと収入役の紹介があり，オック語で記載。収入部がまず書かれて次
に空白部がおかれて，支出部が詳細に時系列に沿って筆写。支出は記録のおよそ2/3を
占める。項目毎の再編成は稀。記録末尾に会計簿提出のことがかかれることがある。

②Pièces justificatives à l’appui des comptes CC505‐516, CC1Ⅱ, 3Ⅱ：領収書など

③Assiette de l’impôt :
Déclaration de biens CC243Ⅱ：財産申告の目録
Compoix CC1‐7, 275Ⅱ‐276Ⅱ：地区毎の地誌的帳簿で査定係がオック語で戸の家産構
成と地価・市価での様々な財産の評価額を記録。動産に関する情報はそっけないが，
不動産のデータは豊富（都市か農村か，居住地，工業的・商業的性格，所有地と時
には負担も）。不動産の面積が記されることは稀。こうした記録の特徴は，その弾力
的な性格であり，新たな調査で古いデータが削除され新しい価値が書かれ，家産価
値の経年変化が判明する点。コンポワは現実をデフォルメしたイメージを与えるだ
けで，税単位のみを調査し，記録された財産の税制価値のみを記す。
register des cens CC304‐306：財産所有権を持つ貸主と年間定額賦課租支払により用益
権を委ねられた借主について記載

④Registres d’impositions :
Registres d’impositions directes municipales CC66‐131, 255Ⅱ‐276Ⅱ
担税者リスト（課税戸）と納税者（税をすべてあるいは一部だけ支払った戸）のリ
ストで，タイユのマニュアルでもある。当該期での支払い状況を調査した最も完全な
直接税回収記録。タイユ会計簿とは異なる。

Registres d’impositions militaires et défensives EE6‐40, 79, 10Ⅱ‐15Ⅱ, 71, 84, 107, 109,
110, 113, 129‐130, 256Ⅱ, 274Ⅱ, EE71‐73, 99, 101, 36Ⅱ‐37Ⅱ
国王課税の記録で，都市に要求された税の展開を跡付けることができる。記録は他
の租税記録と変わらず，この記録からは要求額，徴収された税額，支払日と未払い分
が判明。冒頭部には国王課税の理由が明示される。

Registres d’impositions indirectes CC44‐50, 279, 244Ⅱ
間接税徴収請負人会計簿は一切伝来していない。ぶどう酒税記録（registres du sou-

quet）においてコンシュラはぶどう酒をその品質と量に応じて目録化。1368年の記録は
56葉で構成され，ミヨの倉庫に保管されたぶどう酒の品質と量を調査し，ぶどう酒税
請負権落札者は卸・小売で売った分と自家消費分を記載。累進税率を適用し，また販
売方法の違いによって税額を決定。担税者は宣誓して一定の免税をぶどう酒税減額と
して要求（ぶどう酒が傷んだあるいは消費に適さない場合）。

⑤Livre des restes CC85‐87, 274‐293, EE100 課税未領収（債権）リスト

⑥Livres de gestion comptable :
収入役が会計簿作成の際に参照するさまざまな文書をまとめたもの。市当局の借り
入れの内，未払い分については債権者が市当局に対してもつ債権が以下の帳簿に記載
されている。債権者はその債権に関しては自らの担税分で埋め合わせをする。

livre de dettes CC366各種負債のリスト
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livre des travaux EE78‐86, 120, 1Ⅱ
都市公共工事支出のための特別記録（1279，1318）。都市防備施設関連（1355～1360）。
コンスルが評議会の同意の下で，責任者（régisseur/obrier）を指名。彼は原材料購入，
石灰かまど製作，家屋購入といった支出と活動に関する報告書を提出しなくてはなら
ない。調達物品の種類と価格，被雇用者に関するデータ。しかし彼らへの報酬はほと
んど記されていない。工事の資金源については明確に書かれている。責任者は任期の
終わりに自ら作成した特別文書（cartulari）によって，資金運用報告を提出する。これ
は，数年にわたり行われた工事を要約した工事用帳簿とは異なる。

⑦Registres d’emprunts CC72‐75, 328‐329：借入及び強制貸付。利用には Le livre des det-
tesを参考。

⑧Comptes des basins d’aumônes GG21, 28‐29, 2Ⅱ‐3Ⅱ：都市及び慈善施設に設置されて
いる異なる複数の施物受け皿を管理する個人会計帳簿

⑨Archives hospitalières E15：施療院長 régisseurの業務内容とコンシュラ行政との関係が
判明する。会計簿は紙の折丁で，施療院長直筆。日にちを書いて，施療院管理の役
目がコンスルとコンシュラにより委ねられた旨が書かれる。2つの部分に分けて記載。
第1部には当該年度の支出，第2部には収入。現金と現物を区別。1356年の会計簿で
は収入部で小麦，大麦，燕麦，ライ麦，野菜を区別。家畜リストも入る（1356，1364）。
収支決算も記載。会計簿提出の記録も時折全文が筆写される（1423‐1424）。

行政関係記録
Série AA：都市特権関係，BB：都市評議会議事録，EE：書簡，ぶどう酒税徴収権，FF：
訴訟関連，HH：それぞれ6日間にわたる3つの新年市（2月，5月，10月10日）開設許可
に関する国王文書の vidimus

中世後期フランス都市行財政諸記録の性格と機能について －１１９－



【史料１】シャロン＝シュル＝マルヌ都市評議会議事録（１４１８年１月９日月曜日）
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【史料２】シャロン＝シュル＝マルヌ都市評議会議事録（１４１８年３月２９日木曜日）
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典拠：【史料１】【史料２】共に Guilbert [29] pp.48‐49, pp.85‐86.
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